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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月9日(2016.12.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９３】
　同じく注目すべきは、本発明にかかる潤滑剤組成物が、少なくとも１種のモリブデン系
の摩擦調整剤を含む組成物に比べて灰分を微量しか又は全く形成しないという利点を有す
ることである。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　－少なくとも１種の基油と、
　－下記の式（Ｉ）で表される少なくとも１種のポリグリセロールエーテル：
【化１４】
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　（式中、
　●　Ｒ１は、炭素数１～３０の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、
　●　ｎは、２～１０の整数である。）と、
　－少なくとも１つの置換コハク酸イミド基を有する化合物、および少なくとも２つの置
換コハク酸イミド基を有して且つこれら置換コハク酸イミド基同士が当該置換コハク酸イ
ミド基のうちの窒素原子を有する環の頂点でポリアミン基により互いに連結されている化
合物から選択される、少なくとも１種の分散剤と、
　を含む、潤滑剤組成物。
〔態様２〕
　態様１に記載の潤滑剤組成物において、Ｒ１が、炭素数８～２５（好ましくは、炭素数
１０～２０）の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基である、潤滑剤組成物。
〔態様３〕
　態様１または２に記載の潤滑剤組成物において、ｎが、２、３、４または５（好ましく
は、２、３または４）である、潤滑剤組成物。
〔態様４〕
　態様１から３のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物において、ポリグリセロールエー
テルが、式（Ｉ）で表される化合物のうち、
　●　Ｒ１が炭素数１２の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、かつ、ｎが２である
化合物、
　●　Ｒ１が炭素数１８の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、かつ、ｎが２である
化合物、
　●　Ｒ１が炭素数１６の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、かつ、ｎが３である
化合物、
　●　Ｒ１が炭素数１２の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、かつ、ｎが４である
化合物、および
　●　Ｒ１が炭素数１８の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、かつ、ｎが４である
化合物、
　から選択される、潤滑剤組成物。
〔態様５〕
　態様１から４のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物において、分散剤が、下記の式（
ＩＩ）又は下記の式（ＩＩＩ）で表される置換コハク酸イミドである、潤滑剤組成物。
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【化１５】

　（式中、
　●　ｘは、０～１０の整数（好ましくは、２、３、４、５または６）であり、
　●　ｙは、２～６の整数（好ましくは、２、３または４）であり、
　●　Ｒ２は、炭素数８～４００（好ましくは、炭素数５０～２００）のアルキル基、炭
素数８～４００（好ましくは、炭素数５０～２００）のアリール基、炭素数８～４００（
好ましくは、炭素数５０～２００）のアリールアルキル基、または炭素数８～４００（好
ましくは、炭素数５０～２００）のアルキルアリール基であり、
　●　Ｒ３およびＲ４は、同一又は異なり、互いに独立して、水素原子、炭素数１～２５
の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基、炭素数１～１２のアルコキシ基、炭素数２～６のア
ルケニル基、炭素数２～１２のヒドロキシ化アルケニル基、または炭素数２～１２のアル
ケニルアミン基である。）
〔態様６〕
　態様５に記載の潤滑剤組成物において、分散剤が、式（ＩＩ）で表される置換コハク酸
イミドのうち、
　●　Ｒ２がポリイソブチレン基であり、
　●　Ｒ３およびＲ４が水素原子であり、
　●　ｘが２であり、
　●　ｙが２または３である、
　置換コハク酸イミドである、潤滑剤組成物。
〔態様７〕
　態様１から６のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物において、ポリグリセロールエー
テルの含有量が、当該潤滑剤組成物の総重量に対し、０．１～３重量％（好ましくは、０
．５～２重量％）である、潤滑剤組成物。
〔態様８〕
　態様１から１７のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物において、分散剤の含有量が、
当該潤滑剤組成物の総重量に対し、０．１～１０重量％（好ましくは０．１～５重量％、
より好ましくは０．１～３重量％）である、潤滑剤組成物。
〔態様９〕
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　態様１から８のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物において、質量比（ポリグリセロ
ールエーテルの質量／分散剤の質量）が、５／１～１／５（好ましくは、２／１～１／２
）である、潤滑剤組成物。
〔態様１０〕
　態様１から９のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物において、さらに、
　清浄剤、耐摩耗剤、極圧剤、酸化防止剤、粘度指数向上ポリマー、流動点改善剤、消泡
剤、増ちょう剤、およびこれらの混合物から選択される、少なくとも１種の添加剤、
　を含む、潤滑剤組成物。
〔態様１１〕
　態様１から１０のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物を含むエンジンオイル。
〔態様１２〕
　態様１から１０のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物の、乗り物の燃費を減少させる
ための使用。
〔態様１３〕
　機械部品の摩擦によるエネルギー損失を減少させる方法であって、
　機械部品を、態様１から１０のいずれか一態様に記載の潤滑剤組成物に接触させる工程
、
　を少なくとも含む、方法。
〔態様１４〕
　乗り物の燃費を減少させる方法であって、
　前記乗り物のエンジンの機械部品を、態様１から１０のいずれか一態様に記載の潤滑剤
組成物に接触させる工程、
　を少なくとも含む、方法。
〔態様１５〕
　下記の式（Ｉ）で表されるポリグリセロールエーテルの、潤滑剤組成物中での摩擦調整
剤としての使用。
【化１６】

　（式中、
　●　Ｒ１は、炭素数１～３０の直鎖状又は分岐鎖状のアルキル基であり、
　●　ｎは、２～１０の整数である。）
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